
Collaboration & Co-Creation
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　これからの社会が直面する問題を解決するためには、多様な能
力を持った人たちをチームとしてまとめ、リーダーとなれる人材が
必須です。本プログラムでは、理工系の知識と人文系の知識を駆
使し、社会で起きている多様で複雑な現象から具体的に問題を
発見し、実行すべき課題を抽出し解決まで導くことを通じて国際
的に活躍できる人材を育成します。具体的には、例えば、以下のよ
うな力が得られます。①工学的側面から様々な技術を統合し解決
策を見出すことのできる人材力、②構想（プロデュース）力やマネ
ジメント力、リーダーシップをもつ人材力、③社会科学的視座から
世界に通用する地域産業の発展に貢献できる人材力等です。

プログラムの特色

　PBLとは、学生自らが能動的に学習するアクティブ・ラーニング
と呼ぶ教育プログラムの種類です。PBLには、産業や社会に潜む
さまざまな問題の発見とその解決を通して主体的に学習するという
プロブレム・ベースト・ラーニング（Problem-based learning）と、
これをプロジェクトとして進めるプロジェクト・ベースト・ラーニング
（Project-based learning）とがあります。

　ドミトリー型教育とは、学生が学年縦断型・分野横断型の少人
数グループを形成して学習する「スマート・ドミトリー」に根差した教
育プログラムです。この環境において学生たちは、常に集まって相
互啓発ができ、解決策がひとつに限らない実践的な課題を、学生
みずからが提示するとともに、上級生から下級生へと伝承される
知識や技術を通じて、チームワークと課題解決力をもった産業社
会で活躍できる人材を育成します。

PBLとドミトリー型教育の紹介

　協創経営プログラムでは、入学1年次から大学院修了に至る各学年に、様々な

期間と技術分野へのインターンシップを導入しています。これらは地域の特色を理解

して学生自らが考え実行する実践的な教育プログラムです。このインターンシップでの

活動や学びに加え、ディベートやマーケティングなど文理融合した科目が用意され、

加えて充実した英語教育を通じて、地域産業の発展に貢献でき、しかも世界に通用

する人材が育ちます。

地域企業連携とインターンシップ

カリキュラム
地域企業等と大学が連携して展開する実践型学習を通じて、
工学を軸にした『協創のチカラ』を修得します

地域企業に密着し、連携して課題解決をねらう
実践的インターンシップ

　地域産業を支えるイノベーション・リーダー、
経営戦略を担う実践家、技術経営や知的財産に
精通した高度な専門性を社会は待っています。

　新潟の地域産業を再構築し、その発展に貢献してください。新潟
から国際感覚豊かなプロデューサーとなってビジネス界をリードし
世界に羽ばたいてください。企業、行政等多様な組織における製品
開発、商品企画、マーケティング、戦略部門、人材マネジメント等の
各部門やコンサルタント、ベンチャー企業の立ち上げ等さまざまな
活躍の場が皆さんにはひらけています。

目指す人材像

Collaboration &
Co-Creation

　協創経営プログラムでは、工学を“Collaboration&Co-Creation”の視点から
再構築し、ディベートやマーケティングなど文理融合型授業科目を用意しています。
加えて、充実した英語教育を通じて、地域産業の発展に貢献でき、しかも世界に
通用する「人材力」を育みます。

協創経営独自開講科目

　学部1年次から修士課程までの各年次において、中長期の一貫した系統的PBL型学外インターン
シップを実施します。特に2年次以降では学年を越えたドミトリー型プログラムを経験することで、
コミュニケーション力やリーダーシップ力を養います。以下の科目で学んだことを実践学習に反映
させ、その反省と課題をさらに科目学習で補強することで、学習成果を確実に身につけられます。

PBL型実践学習科目

　未知の課題に取り組むには個人の力だけでは不十分です。逆に、多様なメンバーやチームの力を
まとめて課題に取り組むマネジメント力、リーダーシップとは何かを学びます。また、良いマネジメントに
求められる良いコミュニケーションとは何か、英語学習も含め、ディベート等の演習を積極的に取り入れ
ながら修得します。

マネジメント系科目

　マーケティング、ビジネス統計学、企業会計など、組織経営に必須の知識と応用力を座学と演習を
組み合わせて修得します。

ビジネス系科目

他分野専門科目

　実践学習の進行に伴って必要となる他分野の専門科目や教養系科目を、将来のキャリアプランも考慮しながら選択して履修します。
科目選択にあたっては教員と十分な相談の上で履修計画を作成します。
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